
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実
現
し
た
市
民
の
願
い 

は
数
々 

 

議
会
に
で
る
と
す
ぐ
、
介
護
保
険

料
の
減
免
や
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
を
要
求
し
、
こ
れ
が
実
現
。 

学
校
ト
イ
レ
の
一
部
洋
式
化
の
提

案
は
話
題
を
よ
び
、
老
朽
校
舎
の
改

修
と
と
も
に
年
次
的
に
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

喜
ば
れ
て
い
ま
す 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ 

 

“
乳
が
ん
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

イ
（
Ｘ
線
撮
影
装
置
）
を
”
と
い
う
提

案
は
０
５
年
か
ら
実
現
し
、
多
く
の

女
性
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
の
よ
う
に
大
水
に
溢
れ
て
き

た
は
ち
ま
ん
川
の
大
改
修
も
実
現

し
、
溝
の
清
掃
や
交
通
安
全
施
設
も

各
地
で
整
備
で
き
ま
し
た
。 

「
す
ぐ
動
い
て
く
れ
る
」（
馬
場
崎

町
の
主
婦
）
頼
も
し
い
議
員
で
す
。 

 

暮
ら
し
切
り
捨
て
に
は 

と
こ
と
ん
反
対 

 

一
方
で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負

担
引
き
上
げ
や
固
定
資
産
税
増
税
、

温
水
プ
ー
ル
の
高
齢
者
や
障
害
者
減

免
の
縮
小
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り

捨
て
や
負
担
お
し
つ
け
に
は
と
こ
と

ん
反
対
し
、「
市
民
の
く
ら
し
優
先
で

が
ん
ば
る
唯
一
の
議
席
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
議
員
」
と
の
評
判
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
  

合
併
問
題
で
は
「
や
っ

て
い
け
る
も
ん
な
ら
、
こ

ろ
あ
い
の
町
が
良
い
」
・
・

市
民
の
願
い
に
応
え
て
単

独
自
立
の
先
頭
に
。 

そ
し
て
自
立
の
た
め
の

財
政
再
建
へ
大
型
事
業
を

徹
底
調
査
し
、
０
２
年
１

２
月
議
会
で
は
、
あ
ま
り

に
過
大
な
公
共
下
水
道
計

画
の
見
直
し
を
提
案
。
ゴ

ミ
問
題
で
も
「
基
本
は
減

量
化
」
、
「
広
域
焼
却
は
財

政
悪
化
を
ま
ね
く
」
と
抜

本
改
革
の
方
向
を
提
言
し

続
け
ま
し
た
。 

 
「５
０
億
円
の
節
約 

に
な
る
」と
報
告
書 

 

こ
れ
に
応
え
て
市
当
局

は
、
鳥
取
大
学
と
連
携
し

公
共
下
水
道
の
全
体
計
画

を
見
直
し
、「
施
設
規
模
を

３
分
の
２
程
度
に
圧
縮
で

き
る
。
約
５
０
億
円
の
節

約
」
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
境
港
市
は
、
西

部
広
域
が
進
め
て
き
た
新

焼
却
場
建
設
計
画
の
“
凍

結
・
再
検
討
”
を
関
係
市

町
村
に
提
案
し
、
生
ゴ
ミ

の
分
別
着
手
な
ど
減
量
化

へ
の
本
格
的
な
と
り
く
み

を
強
め
て
い
ま
す
。 

はちまん川の大改修工事〔０４年〕 
「１０年来の要求が実った」と 
近所の住民は喜んでいます 

ドアの壊れたままだった
中学校の女子トイレ 
すぐ直りました 
〔０４年〕 

 



 

市
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
４
年
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
単
独

自
立
の
道
を
決
め
た
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
す
。 

市
は
「
厳
し
い
行
革
が
必
要
」
と
、
市
民
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
私
は
「
大

き
な
事
業
の
見
直
し
こ
そ
大
切
」
と
、
公
共
下
水
道
や
ご
み
行
政
な
ど
の
改
革
を
提

言
し
、
こ
れ
に
市
が
応
え
、
ま
た
乳
が
ん
検
診
へ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入
、
学

校
校
舎
の
改
修
に
役
立
っ
た
こ
と
な
ど
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。 

小
選
挙
区
制
マ
ジ
ッ
ク
で
「
圧
勝
」
し
た
小
泉
政
治
で
、
憲
法
九
条
を
な
く
し
日

本
を
ふ
た
た
び
戦
争
す
る
国
に
す
る
動
き
、
消
費
税
大
増
税
や
社
会
保
障
切
り
捨
て

と
地
方
財
政
攻
撃
の
動
き
が
い
よ
い
よ
強
ま
り
そ
う
で
す
。 

「
政
治
の
主
人
公
は
国
民
。
市
民
」・
・
・
こ
の
立
場
で
が
ん
ば
れ
る
日
本
共
産
党

の
議
席
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。 

い
よ
い
よ
大
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

明
石  

孝
男
（
明
治
町
） 

安
達  

真
吾
（
外
江
町
） 

井
上  

正
一
（
福
定
町
） 

大
上   

昭 

（
米
川
町
） 

大
山   

佑 

（
上
道
町
） 

門
脇  

英
隆
（
芝 

 

町
） 

北
原  

和
夫
（
湊 

 

町
） 

木
下  

治
雄
（
森
岡
町
） 

小
村
真
利
子
（
渡 

 

町
） 

渋
谷  

健
治
（
上
道
町
） 

仁
宮
佐
由
美
（
幸
神
町
） 

浜
田  

章
作
（
麦
垣
町
） 

藤
原  

摂
子
（
湊 
 

町
） 

松
尾  

好
行
（
清
水
町
） 

本
池   

孟 

（
上
道
町
） 

安
田  

一
夫
（
新
屋
町
） 

安
田   

啓 

（
三
軒
屋
） 

渡
辺  

晴
美
（
森
岡
町
） 

（
ア
イ
ウ
順
） 

境
港
市
議
会
議
員 

日
本
共
産
党
西
部
地
区
委
員 
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市
民
の
暮
ら
し
第
一
の
市
政
へ 

が
ん
ば
り
ま
す 

 
▼ 
国
保
税
の
引
き
下
げ
、
介
譲
保
険
料
や
利
用
料
減
免
の
拡
充
、

高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実
で
暮
ら
し
安
心
の
街
を
つ
く

り
ま
す 

▼ 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
枠
や
３
０
人
学
級
の
拡
充
、
中
学
校

給
食
の
実
現
で
子
育
て
を
支
援
し
ま
す 

 

真
の
行
財
政
改
革
と
地
域
経
済
の
振
興
で 

自
立
の
街
＝
境
港
を
切
り
開
く 

 ▼ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
安
易
な
民
間
委
託
に
は

反
対
し
ま
す 

▼ 

暮
ら
し
に
直
結
し
た
公
共
事
業
の
拡
充
、
観
光
振
興
と
中
海

の
再
生
で
、
農
漁
業
と
地
域
経
済
の
振
興
を
は
か
り
ま
す 

 

憲
法
九
条
を
ま
も
り 

庶
民
増
税
許
さ
ぬ
力 

-----

と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す 

さ 

だ 

お 

か 
 
 
 

と 

し 

ゆ 

き 

米
子
東
高
卒 

境
港
民
主
商
工
会
事
務
局
長
を
経
て
境
港
市
議
（
１
期
） 

境
港
市
渡
町
生
ま
れ
、
６
２
歳 

境
港
市
森
岡
町
一
〇
七
六
―
二 
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